
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 SKM 通信 ( Shimin no Kenkou wo Mamoru kai ) 

      「市民の健康を守る会 in 清瀬」ニュース No.15  2022/6/25 

「市民の健康を守る会」の陳情は、不採択 

反対意見なく反対する市議多数 
   
◆「清瀬市受動喫煙防止対策推進のために市議に研修会を

お願いする陳情」は、3/14 総務文教常任委員会(*)で審議

されましたが、反対多数で不採択となりました。 終採決

結果は下記の通りです（No.233.きよせ市議会だより） 
   
【 賛成 】 *原田ひろみ、*香川やすのり、山崎美和、深

沢まさ子、佐々木あつ子、小西みか、宮原りえ、ふせ由女 
   
【 反対 】 *森田正英、*渋谷けいし、*城野けんいち、*

鈴木たかし、清水ひろなが、友野和子、斉藤あき子、原和

弘、西上ただし、石川秀樹 
   
◆2020 年 9 月清瀬市定例議会に、同様の陳情を行いま

た。タイトルは「清瀬市受動喫煙防止対策推進のために、

市職員への研修を求める陳情」です。これは、満場一致で

採択されました。 
  

違いは、「市職員」を「市議」に変更しただけ。 

発行：市民の健康を守る会 事務局 大森, 事務所：〒204-0021 清瀬市元町 1-8-9-403, Tel: 090-6009-4474 
Mail: cofune_kiyose@yahoo.co.jp,  URL: https://skm-kiyose.org,  Facebook:市民の健康を守る会 in 清瀬 

・調布市では、医師会・市民ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟとも連携し、繰り返し職員への

研修会を行っています。 

・JT(日本たばこ産業)が意識的に

使う「分煙」「共存」を、市の受

動喫煙対策と主張する健康推進

課は、なぜ「分煙」が受動喫煙対

策にならないか、学ぶべきです。 

コンテナ型喫煙所の弊害を考えましょう 
   
①都市格を下げる：第４次清瀬市長期総合計画に掲げられた５つの将来像（10 年後のまちの姿）。その一つに、 

「都市格が高いまち」があります。清瀬市の玄関口である清瀬駅前に、存在感のあるコンテナ型喫煙所が設置され

ている景観を、あなたは未来ある子供たちに見せたいですか？ 

②喫煙者の健康を更に害する：密閉型の喫煙所内は煙・臭いが充満し、自らが吸うタバコ煙に加え、他人の副流

煙もまともに吸い込みます。喫煙者こそが受動喫煙の 大の被害者です。あなたはそれを推進したいですか？ 

（本会は会費と寄付で運営しています。一緒に活動して下さる会員、応援してくださる賛助会員を募集しています。千円/年） 

コンテナ型喫煙所設置に、2 300 万円 
   
◆３月の清瀬市定例議会で、補正予算の審議がなされ、

清瀬駅北口と秋津駅南口の２か所に、コンテナ型喫煙所

２基（2 300 万円）の設置が決まりました。財源は「新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」です。 
  
◆突如現れた「コンテナ型喫煙所設置」の理由 
  
3/15 福祉保健常任委員会で、設置に至った理由を求め

られた健康推進課長は、通行人や近隣住民から臭いに対

するクレーム等があり、受動喫煙の観点から消臭機能も

あるコンテナ型の喫煙所を設置することにしたと、その

理由を説明しました。（会議録より抜粋要約）。 

しかし、発端は前年 12 月の定例議会にあったと考え

られます。12/2 定例議会の一般質問で、M(M)市議から、

秋津駅南口の喫煙所の再開が見送られていることへの質

問があり、生涯健幸部長から、喫煙所の構造的な問題で

再開できない旨の説明があると、「ぜひ早くその辺を解

決する糸口を見つけて再開をしてもらい・・見通しをも

う一度お願いします」との発言があり、生涯健幸部長は、

「できる範囲のもので新年度予算もしていきたい」と答

えました。更に M(M)市議は、秋津駅南口の道路用地を箱

型喫煙所に使えるかの確認を求め、都市整備部長は「そ

の辺は柔軟にできるかなとは考えておりますが、ちょっ

とその辺は研究させていただきたい」と答えました。 
 
◆3/15 福祉保健常任委員会で、F(M)市議は、補助金

を使って喫煙所を設置することに疑問を呈し、調布市の

ように駅前の通行人の多いところには喫煙所は設置しな

い対応もあるのではないか、2 300 万円という財源があ

れば、他の感染症対策にもっと予算がつけられる、と意

見を述べました。また、3/24 本会議で、F(Y)市議は、

喫煙所２基に 2 300 万円が予算化されているが、これ

は優先的にコロナ禍で困窮している人に使われるべき

で、腑に落ちない、と発言しました。. 
   
（注意）正確には清瀬市議会会議録検索ｼｽﾃﾑでご確認ください。 
   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付のお願い 

当会は会員の会費と寄付で活動をしております。 

ご寄付は受動喫煙防止啓発グッズ作成等に使用いたします。  
 
 

郵便振替：00130-7-388023 市民の健康を守る会 

ゆうちょ銀行：(当座) 店 019 口座 0388023 

   

清瀬第七小学校で、 

喫煙防止教室の実施が決まる！ 
   

 来る 12/2 清瀬第七小学校の６年生とけやき学級の

児童を対象に、清瀬市福祉・子ども部子育て支援課の

協力を得て、喫煙防止教室の実施が決まりました。「市

民の健康を守る会」は新型コロナウイルス感染症が流

行する前の 2020 年 1 月、清瀬第六小学校で初めて

市・学校・当会の３者による喫煙防止教室を実施しま

した。その実施記録からプロモーションビデオも作成

し、いざ市内全小学校へと考えた矢先、新型コロナ感

染症の流行で活動を中断せざるをえませんでした。 

小学校での喫煙防止教室の目的は、「未来ある子供た

ちが、好奇心から 初の一本を口にすることなく、自

らの意思で健康で豊かな人生を選択できるよう、タバ

コと健康についての正しい知識と判断力並びに実践力

を与えること」です。 

なぜ小学校高学年で実施しなければならないか？ 

中学校では遅すぎるからです。池上の図も示すように

中学１年（13 歳）から喫煙率は急速に上昇します。喫

煙開始年齢が早ければ早いほどニコチン依存の程度は

高く、簡単にはタバコを止められなくなります。夢と

未来ある子供たちに、ニコチン依存症と健康への悪影

響で苦しむ人生を、歩ませてもよいですか。 

 

(出典) https://www.achmc.pref.aichi.jp/sector/hoken/health 
/material/tabakop.pdf  (2022.6.21.引用) 

💗 当会が企画する教室は座学だけではありません。タバ

コを勧められた時の断り方（ロールプレイ）も取り入れて

います。（下写真は座学：清瀬第六小学校の様子、2020 年 1 月実施） 

   
   
清瀬市内コンビニ店頭から灰皿撤去が進む  

  
2019 年 9 月の 13 店舗（43%）から、 

2022 年 5 月には、4 店舗（13%） 

に減少しました。 


